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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和4年1月11日(2022.1.11)

【公開番号】特開2020-135786(P2020-135786A)
【公開日】令和2年8月31日(2020.8.31)
【年通号数】公開・登録公報2020-035
【出願番号】特願2019-32335(P2019-32335)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  16/9035   (2019.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/00     (2017.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   16/9035   　　　　
   Ｇ０６Ｔ    7/00     ６６０Ａ
   Ｇ０６Ｆ    3/01     ５１０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年12月6日(2021.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　しきい値以上でない場合（ステップＳ２２０５：Ｎｏ）、応答装置２００は、対象特定
部９０１により、最大感情強度を示すユーザ感情４０２である怒り４２３が継続している
と判断して、ステップＳ２２０４に戻る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　一方、しきい値以上である場合（ステップＳ２２０５：Ｙｅｓ）、応答装置２００は、
ユーザ感情４０２が怒り４２３から喜び４２１または悲しみ４２２に変化したと判断し、
対象特定部９０１により、ユーザ感情４０２がポジティブであるか否かを判断する（ステ
ップＳ２２０６）。具体的には、たとえば、応答装置２００は、対象特定部９０１により
、ポジネガ度が正の値であればポジティブ、負の値であればネガティブと判断する。
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